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②成老人保健分野 

 

成老人保健分野は、新型コロナウイルス感染症対策を講じながら、集団で行う教室以外は、概ね新型

コロナウイルス感染症拡大前と同様に実施している。今年度は 3 年ぶりに健康イベント「まるごとヘル

シーフェスタ」を開催した他、ガラシャ祭や小学校のイベント時に出店ブースを設けて無料歩数計アプ

リ aruku＆の案内や体組成の測定・がん検診の受付など健康啓発を行った。 

コロナ禍においては、行動制限が解除された状況でも、個人によっては外出する機会が減り、運動量

が減る等、健康に影響を及ぼす要因があるため、市民が自ら健康行動をとることができ、自分の健康を

自分で守ることができるよう、市民にわかりやすい健康づくりの情報発信に力を入れている。 

がん検診の受診率は、コロナ禍においても受診率が低下しないよう、市民に検診等を受けることの必

要性を発信したが、令和 2 年度はコロナ禍において低下、令和 3 年度も低迷している。 

健康づくりの啓発の取り組み、特定保健指導等については、コロナ禍の状況に合わせて市民に安心し

て受けてもらえるよう留意して実施している。 

 

・健康づくり啓発 

（運動について） 

 無料歩数計アプリ「aruku&（あるくと）」を活用し、広く市民に歩くことが習慣化するよう情報発信

している。令和元年度から実施し、今年度で 4 年目となり、今まで市の事業への参加が少なかった年

代へのアプローチを強化し、登録者が増えている。登録した市民が、楽しみながら歩くことを継続で

きるように、プレゼント企画等を行ってきた。今年度は 10 月に 1 週間グループ制を導入し、グループ

対抗戦には 43 団体 126 人の参加があった。仲間と歩くことで意識を高めることを目指し、これによ

り、今まで利用がなかった方の利用にもつながった。今後も、健康無関心層へのアプローチを強化し

て、本人が楽しく無理なく健康行動をとれる環境整備と仕掛けづくりを継続して行っていく方向であ

る。 

 

 

◇aruku&の現在の課題 

1、新規登録者数の伸び悩み 

2、継続利用率の伸び悩み 

 

◇課題解決法 

新規登録者の伸ばすために… 

①アプローチできていない層への周知 

②興味を持ってもらえる工夫 

継続利用率を伸ばすために… 

①環境整備 

②健康行動がとれる触発 

 

◎今後に向けて… 

グループ対抗からの取組の広がりを期待 

目標：１日の平均歩数をプラス 1000 歩 



 

↑ 

（イベント） 

◎まるごとヘルシーフェスタ         

 

 

（食事について） 

◎庁舎内電子掲示板で食事に関する情報を掲載（月 1 回程度更新） 

 市役所へ来庁した方へ、バランスの良い食事を啓発し、食への意識改善を図った。 

 

 

 

 

 

 

 

特定保健指導 

・コロナ禍で外出の機会が減り、自宅で過ごすことが増えているため、 

例年に比べ、対象者への連絡が取りやすく、また新型コロナ感染症拡大の 

影響で健康への関心が高くなっており、特定保健指導の実施率は増加した。 

 国民健康保険課と連携をとり、対象者への送付後タイムリーに連絡を 

することを心掛けた。また、同封資料を独自で作成し、受け取った人 

に見てもらえるような工夫をした。訪問や来所相談は事前電話後に行う 

ため対象者の受け入れも良好であった。 

 

糖尿病性腎症重症化予防 

・糖尿病が重症化するリスクの高い未受診者・受診中断者を医療に結び付ける目的で特定保健指導を 

行っている。今年度は平成 28 年度からの対象者に加えて、糖尿病で通院する患者のうち重症化するリ

スクの高い方に対してハイリスクアプローチを導入し、長期的な新規透析導入件数の減少を目指す。ハ

イリスク対象者の主治医へは保健指導や栄養指導の実施について依頼書を届け、連携を図る予定である。 

 

  

9 月にはバンビオで 3 年ぶりとなる健康イベントを開催し 

来場者数は 406 名であった。2 年ぶりに食育ひろばと歯のひ

ろばの同時開催となり、他機関も交えた健康フェスタとし

たことで、30-40 歳代を中心に、様々な年代の方が来場され

た。集客についてはアンケートからはＯＴＯＫＵＮＩレザ

ミ関係と広報紙でイベントを知られた方が多い様子であ

る。 

食育イベントとしては「ながおかきょう料理レシピコン

テスト」を開催し、事前に市民から公募した料理レシピを展

示して、会場で投票しグランプリを発表し、ホームページで

レシピ掲載を行った。 

京都済生会病院の体組成計測定ブースや、包括連携協定

を結んでいる明治安田生命による血管年齢測定やベジチェ

ック（野菜の充足度測定）コーナーを設置し、歯や大腸がん

の啓発などの展示なども含めて、来場者が健康意識を高め

る機会を提供した。 

ママキッズマルシェも共催しており親子で訪れる方が多か

った。 


